
生活習慣病予防における食品成分の評価

動脈硬化、糖尿病、高血圧、肥満などの生活習慣病の発症メカニズムと
食品成分との関係をin vivo, in vitroの両面から評価しています。

生活習慣の一つである「食」によって、QOL

 
(quality of life)の向上を目指しています。
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